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Using a thermometer with a small time constant and a smartphone as a GPS 
function, we made mobile observations to investigate the spatial distribution of 
temperature in the classroom.  It became clear that there is a significant difference 
in approach between undergraduate and graduate students in a observation of 
natural phenomena for which there is no clear answer, as in the case of 
meteorological observations. 
 






















観測の 2 つの方法が用いられる (2。観測する場所
を固定して行う定点観測は，時間の経過に伴う変
化を観測するのに適している。気象庁の AMeDAS 













































































した。TR42 の測定分解能は 0.1°C，測定範囲は 
60〜155°C，時定数は空気中で約 30 秒である。





















や Dropbox 上へ保存することが可能である。 
 気温の測定にあたり， TR42 が専用アプリを通
して位置情報取得のためのスマートフォンと時刻
を同期していることは，データ集計の観点から非
常に重要である。もし GPS 機器を TR42 と別に





































































































 測定結果を MANDARA 上で視覚化する方法と




















も体感温度は約 1.5 ℃低下する (1。 
 1 日の気温の変化については，小学校の第 4 学
年の「天気の様子」の単元において学習する。小
学校教科書の記載に関して調査を行うと，平成 26
年検定の教科書 6 社中 4 社には，1 日の中で気温
が最も高くなる時刻として「午後 2 時ごろ」との


























































対流によって上昇し，地面の熱が 1.5 m の高さの
 
図２ 地表面からの距離と気温の変化の関係 



















































気温分布の計測 学部生 院 生 
 実施時間や気象条件を記録 81.8% 100% 
 天気（日照）の変化を記録 36.4% 50% 
 観測に適したコースを選択 18.2% 100% 
観測結果の解釈   
 場所により気温差があると把握 100% 100% 
 地表の被覆状況 100% 100% 
 時間による影の位置の変化 81.8% 33.3% 
 周囲の環境の違い（地面以外） 72.7% 83.3% 
 被覆物の比熱の違い 45.5% 0.0% 
 測定値を適切に補正 36.4% 66.7% 
 建物の密集度・高さ 36.4% 16.7% 
 風通り 27.3% 66.7% 
 人工排熱による気温上昇 0.0% 16.7% 
 気温の補正方法の適切さに言及 0.0% 50.0% 
科学的な探究の姿勢   
 観測結果に疑問・課題を見出す 0.0% 50.0% 
 予想・仮説の設定 0.0% 33.3% 
 仮説を検証する観測の立案 0.0% 83.3% 
 仮説検証のため観測条件を制御 0.0% 66.7% 
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